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※ 南さつま市「日新公いろは歌」かるた取り大会（令和３年２月７日開催予定）は，新型コロナウイルス感染防止のため

中止となりました。
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子どもたちを事件・事故から守りましょう
校 長 下 脇 徹

最近になってまた全国的に新型コロナウィルスの新たな感染者数が増加しており，第２波のピークを越えて過去最多と
なっています。インフルエンザなども含めてウィルスは，気温や湿度が低いほど広がりやすく，冬場は屋内での換気が不
十分になるため，これからさらに広がるのではないかと心配されるところです。学校でのマスク着用や換気，手洗いうが
いなど，今後も徹底していきますが，ご家庭でも感染防止に努めていただきますようお願いいたします。

さて，右の図をご存じでしょうか。これは，「ハインリッヒの法則」と呼ばれてい
ます。１件の重大な事故・災害の裏には，２９件の軽微な事故・災害，そして３００
件のヒヤリ・ハット（事故にはいたらなかったものの，ヒヤリとした，ハッとした事
例）があり，重大事故の防止のためには，事故の発生が予測された「ヒヤリ・ハット」
の段階で対処していくことが必要であるとされるものです。
２学期の折り返しを過ぎたあたりから，子どもたちの生活においても，この「ヒヤ

リ・ハット」な行動が多く見られました。学校の廊下での接触，階段からの飛び降り，
他人に怪我をさせたり，物を投げたりする行為，悪口や暴言からのけんか，学校帰り
の寄り道，登下校時の歩行マナー違反・・・。大きな事件・事故にはなっていません
が，少し気のゆるみが感じられます。
学校では，こうした「ヒヤリ・ハット」があるたびに，すぐに全職員で共通理解を図り，全ての児童に指導をしていま

す。保護者，地域の皆様も子どもたちの「ヒヤリ・ハット」を見かけたときは，その場ですぐに注意を呼びかけてくださ
い。（学校にもお知らせください）それが「１件の重大な事故」を防ぐ手立てになると思います。

本校の研修
１ 研究授業

１０月１２日（月），６年２組で研究授業を行いました。授業は，算数「立体の体積」でした。
子どもたちは，直方体を複合した階段のような立体の体積を求めようと一生懸命に取り組み，自
分の考えを友達と交流していました。与えられた課題に真剣に取り組むこと，男女関係なく自分
の考えを交流できることは，６年２組の大きな強みだと感じました。
その後，全職員で授業を振り返り，今後の改善策を考え，以下の２点を改めて確認し，実践し

ていくこととしました。
○ 授業の後半に，練習問題や振り返りの時間を必ず設ける。
○ 自分の考えをきちんと持たせた上で，友達との交流を図る。

今回の学習指導要領改訂では，育成することを目指す資質・能力を３つの柱で示しています。

☆ 学んだことを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力，人間性など
☆ 実際の社会や生活で生きて働く知識及び技能
☆ 未知の状況にも対応できる思考力，判断力，表現力など

そして，このような資質・能力を育むために，『主体的・対話的で深い学び』の視点から授業改善に取り組むことがい
われています。
昨年度の研究公開及び本年度の研修も，この視点で取り組んできました。今後さらに，社会の変化の予想が難しい時

代になっていきますが，これからの社会でたくましく生きる人づくりを全職員が一体となって取り組んでいきます。

２ 吹上中校区「ひおき学」実践研究発表会
１１月１１日（水），永吉小学校で吹上中校区「ひおき学」実践研究発表会を行いました。本

校の内教諭が，昨年度からの実践及び研究を発表しました。「ひおき学」とは，平成29年度から
始まった小中一貫教育の３つの事業の中の一つである「徳」の分野を扱った学習です。
吹上中校区では，研究の柱を「郷土愛」とし，『つなぐ』をキーワードに，その方向性を次の

３点として「ひおき学」に取り組んできました。
○ 「ひおき学」で，教育課程（９年間を見通した学習のカリキュラム）を『つなぐ』
○ 「ひおき学」で，小学校と中学校を『つなぐ』
○ 「ひおき学」で，学校と地域を『つなぐ』

子どもたちの意識調査から，小中合同の郷土学習をはじめ様々な交流活動を通して，小中ギャップの解消が図られて
きています。そして，実践を振り返ると，ウミガメ保護活動や福祉体験学習など，改めて地域の教育力のありがたさを
感じました。学習指導要領においても，「社会に開かれた教育課程」として，よりよい学校教育を通じてよりよい社会を
創るという学校と社会の目標の共有化，地域と連携・協働しながら目指す学校教育の実現化が求められています。今後
も，小学校と中学校，学校と地域をつなぎ，愛校心や郷土愛を育んでいきます。御協力をよろしくお願いします。



＜主な行事予定＞

１２月 １日（火）吹上地域青少年劇場
３日（木）委員会活動 校内持久走大会予備日
９日（水）第２回学校評議員会

１０日（火）クラブ活動
１７日（木）代表・児童保健委員会
２４日（木）２学期終業式 大掃除
２５日（金）冬季休業（～1/7）
２８日（月）仕事納め

１月 ３日（日）日置市成人式
４日（月）仕事始め
６日（水）ＰＴＡ三役会
７日（木）総務部会，第３回理事会
８日（金）３学期始業式 大掃除
９日（土）校内かるた取り大会

１３日（水）学習定着度調査（５年）国・理
１４日（木）学習定着度調査（５年）社・算
１５日（金）授業参観，学級ＰＴＡ，

家庭教育学級
１６日（土）日新公いろは歌かるた取り大会

（吹上砂丘荘）
１７日（日）第３回ＰＴＡ奉仕作業（落ち葉拾い）

予備日：２４日（日）
２１日（木）ＣＲＴ学力検査（全学年）理・国

クラブ活動（３年生見学）
２２日（金）ＣＲＴ学力検査（全学年）社・算
２８日（木）代表・児童保健委員会
２９日（金）吹上中入学説明会
３０日（土）県ＰＴＡ活動研究委嘱公開

※ 変更になる場合がありますので，各学年の週報や各種
便り等でご確認ください。

伊作小フリー参観週間
～御来校ありがとうございました～

１１月１日から７日までは，フリー参観週間でした。本
年度は，新型コロナウイルス感染防止のために，規模を縮
小しての実施となりましたが，多くの保護者や地域の方々
に御来校いただきました。
この期間中，来年度入学予定園児の学校参観，４年生半

成人式，読書集会，拡大学校保健委員会を行いました。
参観された方々から「家の様子と違った感じを見ること

ができてよかった。」「読書集会の読み聞かせがよかった。
集中して聞いていた。」「英語学習を，みんな元気に楽しく
学んでいた。本格的な発音のリスニングにも答えていたの
で驚いた。」などの感想をいただきました。今回，書いて
いただいた御意見や感想は，これからの学校経営に生かし
ていきます。
今後もフリー参観期間だけでなく，いつでもお気軽に学

校にお越しください。

１ 半成人式（２日）

４年生が，将来の夢を発表したり，リコーダーの演奏
を披露したりしました。
この子たちは，あと１０年で成人式を迎えます。
子どもたちの発表を聞きながら，変化の激しい現代，

子どもたちが夢をかなえることができるよう，そして，
社会の一員として，たくましく成長してほしいと願い，
学校も一人一人の力を，さらに伸ばしていこうと思うこ
とでした。

２ 読書集会（４日）

本年度は，新型コロナウイルス感染防止のために，全
学年一緒の実施ではなく，二学年ずつ実施しました。
３・４年生は，ぽけっとファンタジーの方々による読

み聞かせ，６年生が１年生への読み聞かせ，５年生が２
年生への読み聞かせを行いました。そして，読書標語や
読書感想画の発表も行いました。このような活動を通し
て，読書に関する関心が，さらに高まったことでしょう。
読書の秋です。家庭でも，メディアを消し，本に親し

み，豊かな心を育てていきましょう。

３ 拡大学校保健委員会（６日）
鹿児島純心女子中・高等学校
の園元恭子先生を講師に招き，
６年生及び保護者を対象に拡
大学校保健委員会を開催しま
した。演題は「絆を深める魔
法の言葉」とし，家族等との
コミュニケーションの取り方
について講話をしていただき
ました。親子で，絆を深める

話し方，聞き方の実践を通して，学習しました。子ども
たち及び保護者の方々の感想からも，「話し方・聞き方」
を見直すよい機会になったようです。

家庭学習強調週間

１１月１７日から１週間は，吹上中学校のテスト期間に
合わせた「家庭学習協調週間」です。子どもたちの学習へ
の取組はいかがでしょうか。
子どもたちは，日々学校で新しいことを学びます。大人

が「学習は分かった？」と聞くと，子どもは大抵「分かっ
た。」と答えます。これは，本心だと思います。では，「で
きるようになった？」は，どうでしょうか。できるように
なるためには，分かったことを練習，復習する必要があり
ます。授業や「かがやきタイム」でも，練習問題等に取り
組ませていますが，家庭でも宿題を
はじめとする練習問題に取り組ませ
てください。そして，「見届け」と
「称賛」をよろしくお願いします。
大人からの称賛が，次のやる気に
つながります。

避難訓練

１０月１３日（火）に火災を
想定した避難訓練を行いました。
火災発生の放送を聞いた子ど

もたちは，先生方の指示に従い，
緊張感を持って校舎外へ素早く
避難することができました。
日置消防局南部分遣所の方々

から，火事の恐ろしさや避難の
仕方，消火器の扱いなどを丁寧

に教えていただきました。これから，火災が心配される季
節を迎えます。御家庭でも火の取り扱いに，十分お気を付
けください。
また，１１月５日（木）は「津波防災の日」ということ

で，緊急地震速報に合わせ，避難訓練を実施しました。子
どもたちは，放送を聞き，迅速に机の下に避難していまし
た。災害はいつ，どこで起こるか分からないため，子ども
たちが訓練通りに行動できることを願っています。


